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の し ろ 市 議 会 だ よ り 　

　

能
代
市
は
平
成
25
年
の
東
京
都
豊
島
区
と
の
教
育

連
携
協
定
締
結
以
降
、
生
徒
・
教
職
員
等
の
情
報
交

換
・
交
流
・
訪
問
等
を
通
じ
て
、
児
童
生
徒
の
学
力

向
上
へ
向
け
た
双
方
の
す
ぐ
れ
た
取
り
組
み
を
学
び

合
っ
て
い
ま
す
。

　

29
年
度
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
、
生
徒
交
流
事
業

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

能
代
市
か
ら
豊
島
区
へ

　

29
年
７
月
31
日
か
ら
８
月
２
日
、
能
代
市
の
中
学

生
14
名
（
全
７
校
２
名
ず
つ
）
と
引
率
者
４
名
が
豊

島
区
を
訪
問
し
、
池
袋
防
災
館
で
地
震
・
消
火
等
の

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
豊
島
区
新
庁
舎
や
豊

島
の
森
を
見
学
し
、
豊
島
区
立
池
袋
中
学
校
へ
の
訪

問
で
は
、
挨
拶
運
動
や
生
徒
会
新
聞
、
意
見
箱
の

取
り
組
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
お
互
い
の
発
表
や
グ

ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
立
教
大
学
の
留
学
生

や
豊
島
区
の
中
学
生
と
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

へ
参
加
し
、
学
校
の
授
業
と
は
異
な
っ
た
学
び
を
体

験
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
国
の
有
形
重
要
文
化
財

の
鬼
子
母
神
堂
の
見
学
・
講
話
な
ど
、
都
会
な
ら
で

は
の
活
動
や
長
い
歴
史
と
伝
統
に
触
れ
な
が
ら
見
聞

を
広
げ
、
生
徒
会
活
動
に
つ
い
て
生
徒
同
士
で
語
り

合
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、
豊
島
区
の
中
学
生
と
の

交
流
を
通
じ
、
改
め
て
ふ
る
さ
と
能
代
の
よ
さ
や
誇

り
を
感
じ
た
こ
と
、
ま
た
、
得
た
学
び
と
自
信
を
今

後
の
中
学
校
生
活
や
ふ
る
さ
と
能
代
の
た
め
に
生
か

し
た
い
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

豊
島
区
か
ら
能
代
市
へ

　

29
年
11
月
３
日
か
ら
５
日
、
豊
島
区
の
中
学
生
16

名
が
来
能
、
農
家
に
民
泊
し
“
い
な
か
”
を
体
験
し

ま
し
た
。
今
回
は
二
ツ
井
地
区
・
外
荒
巻
地
区
・
檜

山
地
区
の
合
計
６
軒
の
農
家
が
受
け
入
れ
に
協
力
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
マ
コ
モ
ダ
ケ
収

穫
な
ど
の
農
作
業
や
、
き
り
た
ん
ぽ
・
だ
ま
こ
も
ち

な
ど
の
郷
土
料
理
づ
く
り
を
体
験
し
、
味
わ
い
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
能
代
工
業
高
校
バ
ス
ケ
部
の
練
習

や
バ
ス
ケ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見
学
し
た
ほ
か
、
組
子

コ
ー
ス
タ
ー
の
製
作
体
験
、
風
の
松
原
の
散
策
、
火

力
発
電
所
の
見
学
や
ま
ち
歩
き
な
ど
を
通
じ
、
能
代

市
の
中
学
生
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

豊
島
区
と
の
教
育
連
携
は
「
教
育
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
自
治
体
間
の
連
携
と
し
て
全
国
の
先
進
事
例
と

な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
連
携
の
成
果
は
、
今
後
も
各

教
員
、
各
小
・
中
学
校
に
お
い
て
共
有
さ
れ
、
よ
り

質
の
高
い
教
育
活
動
の
展
開
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
能
代
市
は
、
豊

島
区
の
ほ
か
、
茨
城
県
坂
東
市
、
長
野
県
箕
輪
町
と

教
育
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
表
紙
の
マ
コ
モ
ダ
ケ
は
、
マ
コ
モ
と
呼
ば

れ
る
イ
ネ
科
の
植
物
で
、
食
感
は
タ
ケ
ノ
コ
に
似
て

い
ま
す
。
檜
山
地
区
で
は
栽
培
を
始
め
て
３
年
目
で

あ
り
、
無
農
薬
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
収
穫
時
期
は

例
年
10
月
初
旬
か
ら
11
月
初
旬
と
短
く
、
生
産
量
は

ま
だ
少
な
い
た
め
、
市
内
で
は
知
ら
な
い
人
も
多
い

現
状
で
す
が
、
各
種
ビ
タ
ミ
ン
、
食
物
繊
維
、
カ
リ

ウ
ム
等
が
含
ま
れ
、
便
秘
の
解
消
、
デ
ト
ッ
ク
ス
効

果
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
役
立
つ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

取
材
：
落
合
範
良　

渡
邊
正
人

東
京
都
豊
島
区
と
の
教
育
連
携
協
定
（
平
成
25
年
１

月
19
日
締
結
）
よ
り
抜
粋

　

豊
島
区
と
能
代
市
は
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上

へ
向
け
た
取
組
で
互
い
の
よ
さ
を
共
有
し
、
今
後
、

一
層
、
教
育
の
質
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
両
都
市

間
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
る
豊
か
な
実
り
を
次
の
世
代

に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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